
特集
第40回神輿の祭典開催に向けて

寒河江神輿會
　 ＋ 寒河江市議会
Topics
令和4年度第2回定例会
新コーナー「議員の横顔」

今号に掲載している神輿の祭典の写真は、全てコロナ禍前に撮影されたものです。
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ま
ず
は「
神
輿
の
祭
典
」と「
寒
河
江
神

輿
會
」の
歴
史
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い 

■
寒
河
江
の
神
輿
の
お
祭
り
は
１
９
８

３
年（
昭
和
58
）の
熱
狂
裸
神
輿
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
年
を
追
う
ご

と
に
参
加
団
体
が
増
え
、同
時
に
本
神

輿
を
建
造
し
保
存
会
を
立
ち
上
げ
る
団

体
も
出
始
め
た
た
め
祭
り
の
規
模
は

年
々
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、参
加
団
体
の
と
り
ま

と
め
や
調
整
、親
睦
な
ど
を
行
う
必
要

が
あ
っ
た
た
め
１
９
８
９
年（
平
成
元

年
）に
寒
河
江
神
輿
會
を
誕
生
さ
せ
ま

し
た
。そ
の
後
１
９
９
７
年（
平
成
９

年
）に
お
祭
り
の
事
務
局
を
社
団
法
人

寒
河
江
青
年
会
議
所
か
ら
寒
河
江
神
輿

會
に
移
し
、お
祭
り
の
名
称
も「
神
輿
の

祭
典
」と
定
め
ま
し
た
。

　
以
降
、寒
河
江
神
輿
會
は
神
輿
の
祭

典
と
神
輿
を
愛
す
る
人
た
ち
と
と
も
に

歩
み
、寒
河
江
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
へ
の
影
響
と
現
状

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

■
神
輿
に
関
わ
る
活
動
は
そ
も
そ
も
人

と
人
と
が
集
ま
る
こ
と
で
成
り
立
つ
も

の
で
す
。そ
れ
が
コ
ロ
ナ
で
人
と
の
接

触
が
で
き
な
い
、集
ま
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
事
態
に
な
り
、神
輿
の
集

ま
り
を
根
底
か
ら
否
定
さ
れ
た
よ
う
な

形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
が
、一
時
的
な
ら

ま
だ
し
も
２
年
の
長
き
に
渡
り
続
い
た

た
め
、集
ま
ら
な
い
こ
と
へ
の
慣
れ
、神

輿
に
対
す
る
熱
意
の
低
下
を
招
き
、私

た
ち
も
含
め
、神
輿
中
心
で
１
年
が

回
っ
て
い
た
よ
う
な
人
た
ち
の
生
活
環

境
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
の
影
響
で
、た
だ
で
さ
え
担
ぎ
手

不
足
や
後
継
者
不
足
が
課
題
と
な
り
つ

つ
あ
っ
た
各
神
輿
會
の
活
動
は
さ
ら
に

難
し
く
な
っ
て
い
て
、今
後
ど
の
よ
う

な
形
で
活
動
を
再
開
で
き
る
の
か
、見

通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

寒河江神輿會　＋　寒河江市議会特 集
　新型コロナウイルス感染症の影響により２年もの間中止となってしまった「神輿の祭典」。
　何度も話し合いを行い、今年度は渡御参加者は県内在住者とし神輿の数を制限する等、感染症対策
を講じて開催できるよう準備を進めています。今回、寒河江神輿會の皆さんに神輿會の歴史や今後の
展望について伺いました。
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こ
の
よ
う
な
な
か
、ど
の
よ
う
に
し

た
ら
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

神
輿
へ
の
情
熱
を
再
燃
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け

る
神
輿
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

日
々
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

市
民
の
中
に
は「
神
輿
の
祭
典
」は
知
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、「
神
輿
」に
全
く
馴

染
み
の
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
方
の
た
め
に
、神
輿
の
魅

力
を
教
え
て
く
だ
さ
い

■
神
輿
と
い
う
一
本
の
柱
の
も
と
に
、

老
若
男
女
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集

い
、一
緒
に
担
ぐ
。そ
れ
が
神
輿
の
魅
力

で
あ
り
、祭
り
の
魅
力
で
も
あ
る
と
思

う
。

■「
神
輿
を
担
ぐ
」の
に
、な
に
か
必
要

な
技
術
と
か
資
格
は
な
く
、や
ろ
う
と

思
え
ば
誰
で
も
で
き
る
こ
と
だ
け
れ
ど

も
、同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
一
人
一
人

が
団
結
し
、達
成
す
る
。こ
の
達
成
感
が
、

胸
が
熱
く
な
る
わ
く
わ
く
感・
期
待
感

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

■
担
い
で
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
し

か
言
え
な
い
の
で
す
が
、普
段
お
会
い

し
て
い
な
い
方
と
一
緒
に
な
っ
て
、最

後
ま
で
担
ぎ
き
っ
た
時
の
達
成
感
。こ

の
達
成
感
が
神
輿
の
最
大
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。

■
そ
の
質
問
に
答
え
る
の
が
一
番
難
し

く
て
、汗
だ
く
に
な
る
ほ
ど
熱
い
思
い

し
て
、肩
が
痛
く
な
っ
て
、な
ん
の
た
め

に
や
っ
て
い
る
の
か
、な
ん
で
こ
ん
な

に
一
生
懸
命
や
り
た
い
の
か
と
、自
分

で
も
思
う
時
が
あ
る
。

　
一
言
で「
神
輿
を
担
ぐ
」と
言
っ
て
も
、

い
ろ
ん
な
役
目
が
あ
っ
て
、み
ん
な
自

分
が
や
り
た
い
役
目
で
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。仕
事
で

は
役
目
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、神
輿

は
何
に
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、

自
分
自
身
を
自
由
に
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
、寒
河
江
市
議
会
に
期
待
す
る
こ

と
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い 

■
９
月
の
定
例
会
を
、半
纏
を
着
用
し

た「
神
輿
議
会
」と
し
て
実
施
し
て
も
ら

う
な
ど
、寒
河
江
の
神
輿
の
Ｐ
Ｒ
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。

■
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
市
民
の
側
に

た
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、一
緒
に「
神
輿
の
祭
典
」を
盛
り
上

げ
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

「
寒
河
江
神
輿
會
」の
皆
さ
ん
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
３
年
ぶ
り
に
復
活
予
定
の

「
神
輿
の
祭
典
」、コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
！

　
寒
河
江
市
議
会
も「
寒
河
江
神
輿
會
」

と「
神
輿
の
祭
典
」を
応
援
し
ま
す
！
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臨時会・定例会で議決した議案のうち、特に皆さんに知っておいてほしいことをピックアップします。

ここ がポイント
新市民浴場建設のため請負契約を締結
議第29号　チェリースポーツパーク拠点施設整備工事請負契約の締結について

新市民浴場を建設する「チェリースポーツパーク
拠点施設整備工事」施工のため、請負契約を締結
するものです。

〇契約金額　　　　６億9080万円
〇契約の相手方　　伊藤建設株式会社
〇完成予定日　　　令和５年３月31日

低所得の子育て世帯に特別給付金を支給 
議第30号　令和４年度寒河江市一般会計補正予算（第２号）
　　　　　 歳出第３款　民生費　【子育て世帯生活支援特別給付事業】

〇子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費　4267万８千円 
新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、食費などの物価高騰等に直
面する低所得の子育て世帯に対し、特別給付金を支給することにより、その実情を踏
まえた生活の支援を行うものです。

令和4年　第１回臨時会　・　第2回定例会
（4月26日 /1日間） （６月３日～６月20日 /18日間）

なか保育所に階段昇降車を導入
議第30号　令和４年度寒河江市一般会計補正予算（第２号）
　　　　　 歳出第３款　民生費　【保育所運営事業】

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．  導入予定のものはレール等で昇降させる、常設タイプ

のものなのか。
Ａ．  使用しない時には収納可能な階段昇降車を導入予定で

す。これは保育所が避難所として使用される際にも活
用できるものと考えております。

新市民浴場浴室（イメージ図）

7月に導入された階段昇降車

大江広元公ゆかりの地である本市の歴史を広く情報発信
議第30号　令和４年度寒河江市一般会計補正予算（第２号）
　　　　　 歳出第10款　教育費　【文化財保護庶務事業】

〇文化財保護庶務事業費　798万円
ＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の13人」に大江広元公が登場していることから、大江氏
が治めた本市における400年の足跡を県内外に発信することで、本市の歴史に興味関
心を持っていただくとともに、本市への交流人口の拡大を目指していくため、大江広
元公ゆかりの地「寒河江」事業をタイムリーに展開していくものです。
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屋内型児童遊戯施設等建設のため請負契約を締結
議第33号　次世代子育てステーション整備工事請負契約の締結について

チェリーランド再整備の一環として建設される“学び
と遊びの空間が共存する”屋内型児童遊戯施設等（次
世代子育てステーション）の整備工事を施工するため、
請負契約を締結するものです。
〇契約金額　　　　12億244万３千円
〇契約の相手方　　チェリーフラワーパーク株式会社
〇完成予定日　　　令和６年３月25日

令 和 4 年 第 １ 回 臨 時 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

承認第２号
専決処分の承認を求めることについ
て（令和３年度寒河江市国民健康保
険特別会計補正予算（第２号））

承認
(全会一致) 承認第５号

専決処分の承認を求めることについ
て（寒河江市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例）

承認
(全会一致)

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（寒
河江市市税条例等の一部を改正する条例）

承認
(全会一致) 議第29号 チェリースポーツパーク拠点施設整

備工事請負契約の締結について
可決

(全会一致)

承認第４号
専決処分の承認を求めることについ
て（寒河江市都市計画税条例の一部
を改正する条例）

承認
(全会一致)

令 和 4 年 第 2 回 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

議第30号 令和４年度寒河江市一般会計補正予
算（第２号）

可決
(全会一致) 請願第２号 令和４年度水田活用の直接支払交付

金の見直しに関する請願
採択

(全会一致)

議第31号 寒河江市国民健康保険税条例及び寒河
江市介護保険条例の一部改正について

可決
(全会一致) 請願第３号 「中小業者に悪影響を及ぼすインボイ

ス制度を中止すること」を求める請願
不採択

(賛否表参照)

議第32号 寒河江市公民館に関する条例の一部
改正について

可決
(全会一致)

議会案
第４号

令和４年度水田活用の直接支払交付金の
見直しに関する意見書の提出について

可決
(全会一致)

議第33号 次世代子育てステーション整備工事
請負契約の締結について

可決
(全会一致)

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16
採
決
結
果

國
井　
輝
明

太
田　
陽
子

鈴
木
み
ゆ
き

安
孫
子
義
徳

月
光　
裕
晶

後
藤
健
一
郎

渡
邉　
賢
一

古
沢　
清
志

佐
藤　
耕
治

太
田　
芳
彦

阿
部　
　
清

沖
津　
一
博

荒
木　
春
吉

柏
倉　
信
一

木
村
寿
太
郎

伊
藤　
正
彦

請願第３号 ※ × ○ × × × ○ × × ○ × ○ ○ ○ × × 不採択

○は賛成、×は反対、※議長は採決に加わらない。

提出議案等と採決結果令和４年第１回臨時会
令和４年第２回定例会

可決・否決……一般議案、予算等
同意・不同意…人事案件等
認定・不認定…決算議案等
承認・不承認…専決処分議案等
採択・不採択…請願・陳情

屋内型児童遊戯施設内の
大型遊具（イメージ図）
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請 願・　　　見書意

【請願概要】
下記項目について、国への意見書提出を求める。
・ 交付対象水田を畑地化した場合であっても、需要の

ある畑作等の生産の維持・拡大が可能となるよう関
連施策を見直したうえで拡充すること

・ 輸入乾牧草の価格高騰が続いていることを踏まえ、
生産の維持・拡大に向けた支援策を講ずること 

請 願 者：さがえ西村山農業協同組合　代表理事組合長　安孫子常哉
　　　　　さがえ西村山農協農政対策協議会　会長　安孫子常哉
紹介議員：佐藤耕治、阿部清、沖津一博、木村寿太郎、柏倉信一

この請願は賛成多数で採択しました。
また、請願項目に関する意見書は賛成多数で可
決し、国の関係機関等に送付しました。

請 願 者：西村山民主商工会　会長　鈴木忠太郎  
紹介議員：太田陽子、渡邉賢一

【請願概要】
下記項目について、国への意見書提出を求める。 
・ 中小事業者やフリーランスの再起の妨げになる消

費税インボイス制度を中止すること
この請願は賛成少数で不採択としました。

意見書全文はこちらから

議 論 ク ロ ー ズ ア ッ プ
〈『中小業者に悪影響を及ぼすインボイス制度を中止すること 』を求める請願（請願第３号）討論要旨〉

フリーランスや零細事業者の増税に
つながるインボイス制度の中止を

インボイス制度は消費税の透明性
と公平性のうえで大事な制度

　インボイス制度は、2019年に消費税が10%
に引き上げられた際、2023年10月から導入す
ることに決定されました。
　実施が迫る中、負担増の影響を受ける人た
ちの深刻さが浮き彫りになっています。コロ
ナ禍や物価高で打撃を受けた人たちに追い打
ちをかけることは許されません。インボイス

制度が導入された場合、シ
ルバー人材センターなどで
は仕入税額控除ができなく
なることによる消費税負担
増が経営をひっ迫します。
多くの問題があるインボイ
ス制度中止を求めるこの請
願に賛成します。

　2019年10月の消費税増税に伴い軽減税率も
同時に導入され、現在２種類の税率が存在し
ております。インボイス制度は、取引内容や
適用税率、消費税額等を記載した請求書など
を発行・保存していく制度です。
　この制度が導入されなかった場合は、仕入
と販売において不正を行うこともできるよう

になるため、こうした不正
を防ぐためにも必要な制度
です。消費税は国民の社会
保障制度に充てられます。
国民が安心して暮らせる将
来に向け必要な制度と思い
請願に反対します。 

無会派
太田　陽子　議員

無会派
古沢　清志　議員

賛
成

反
対

令和4年度水田活用の直接支払交付金の見直しに関する請願・意見書

「中小業者に悪影響を及ぼすインボイス制度を中止すること」を求める請願
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一　般　質　問

 社会 質問者  歴史・文化 質問者

 公共交通サービス 伊藤  慈恩寺振興 伊藤

 環境 質問者  教育 質問者

 脱炭素の取り組み 安孫子 第２次寒河江市教育振興計画の進捗
状況等 太田（陽）

 農業 質問者 地域の活性化と学校の存在の重要性 太田（陽）

 農業問題 荒木 学校施設整備計画の見直し 渡邉

 経済 質問者 食料品高騰による学校給食への影響 後藤

 ウィズコロナ下の経済対策 安孫子

 観光 質問者

「ウィズ・コロナ」「ポスト・コロナ」
時代の観光振興 後藤

Ｐ９

Ｐ９

Ｐ８

Ｐ８

Ｐ７

Ｐ７

Ｐ８

教
育
振
興
計
画
を
中
心

に
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
学
校
施
設
再
編
計
画
の
説

明
な
ど
に
対
し
市
民
か
ら
は
、

い
じ
め
や
不
登
校
、
学
校
が
無
く
な
れ
ば
地
域
は
ど

う
な
る
の
か
等
、
不
安
の
声
が
多
く
あ
り
、
そ
の
観

点
か
ら
。

問
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
か
。
学
校
の
規
模
に
関
係
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

今
後
の
具
体
的
対
応
は
。

教
未
然
防
止
や
早
期
発
見
等
の
研
修
で
教
職
員
の
資

質
・
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
と

も
学
校
規
模
に
よ
ら
ず
、
子
ど
も
に
と
っ
て
安
心
し

て
学
べ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

問
学
校
を
維
持
で
き
る
地
域
づ
く
り
・
公
共
施
設
の

再
編
の
考
え
は
。

市
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
を
活
用
し
な
が
ら
、
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
明

る
く
元
気
に
、
そ
し
て
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
学
校
が
無
く
な
っ
て
も
、
地
域
を
活
性
化
で
き
る

具
体
的
施
策
を
。

市
地
域
の
活
性
化
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

主
役
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
自
主
的
な
取
り
組
み

に
対
し
て
総
合
的
に
支
援

し
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。 太

田
陽
子 

議
員

Ｑ.一般質問とはなんですか？

　今回の一般質問は６名の議員が10テーマについて行いました。そのな
かからピックアップし、質問と答弁を要約して掲載します。

Ａ. 行政側から提案される議案の疑問点を問うのが「質
疑」です。「一般質問」は、提案された議案ではなく、
議員が行政側に現状や見通しを聞くことです。

高松小学校の運動会

一般質問録画映像は
こちらから

６月８日 ６月10日

市…市長答弁　　教…教育長答弁
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コ
ロ
ナ
禍
で
一
変
し

た
観
光
振
興・施
策

　
感
染
者
数
が
毎
日
報
道
さ

れ
る
が
、
国
民
は
情
報
に
あ

ま
り
左
右
さ
れ
ず
、
既
に
意
識
や
生
活
へ
リ
ス
ク
が

折
り
込
ま
れ
た
。
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
社
会

に
合
わ
せ
た
、
観
光
振
興
・
施
策
が
必
要
だ
。

問
対
策
を
継
続
し
つ
つ
も
、
今
年
度
後
半
は
、
イ
ベ

ン
ト
や
観
光
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。

市
現
時
点
で
は
、
感
染
防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら
、

今
後
、各
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、

県
内
外
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
寒
河
江
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
を
見
据
え
、
新
た
に
「
寒
河
江

市
観
光
振
興
計
画
」
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

市
観
光
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、
現
在
、
持
続
可
能
で
中
長
期
的
な
観
光
施
策
や

観
光
の
将
来
像
の
指
針
と
な
る
「
寒
河
江
市
観
光
振

興
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
大
勢
を
占
め
る
「
ネ
ッ
ト
検
索
」
で
店
舗
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
指
導・投
資
す
べ
き
で
は
。

市
店
舗
や
位
置
情
報
を
無
料
で
登
録
で
き
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
マ
ッ
プ
を
活

用
し
た
情
報
発
信
は
、

優
良
な
手
段
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
研
修
会
等
を
実
施

し
、
観
光
振
興
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

後
藤
健
一
郎 

議
員

市
民
が
納
得
い
く
学

校
整
備
計
画
変
更
を

　
既
成
事
実
化
と
い
わ
れ
る

市
民
説
明
会
が
、
さ
く
ら
ん

ぼ
収
穫
最
盛
期
の
夜
間
に
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
幼
児
児
童
の
保
護
者
は
じ
め
市
民
か

ら
不
評
で
あ
る
。

問
市
民
の
貴
重
な
意
見
50
件（
48
件
反
対
意
見
）が
全

く
計
画
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

教
ご
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
り
方
検
討
委
員

会
で
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
答
申
を
尊
重
し
て

策
定
し
た
計
画
に
は
、
既
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の

と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
市
民
説
明
会
参
加
者
意
見
は
、
計
画
見
直
し
に
反

映
さ
れ
る
の
か
。

教
説
明
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
内

容
を
ま
と
め
検
討
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
新
し
い
学
校
の
整
備
に
生
か
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
中
学
校
１
校
統
廃
合
計
画
の
問
題
点
に
つ
い
て
専

門
家
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
抜
本
的
に
計
画
変
更
す

べ
き
だ
。

教
学
校
の
運
営
に
は
、

保
護
者
を
は
じ
め
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
今
後
も
説
明
会

を
開
催
し
、ご
納
得
い
た

だ
け
る
よ
う
丁
寧
に
説

明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

渡
邉
賢
一 

議
員

さ
ら
な
る
慈
恩
寺
振

興
の
た
め
に

　
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
来
館
者
数

10
万
人
達
成
、
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
に
本
市
ゆ
か
り
の
大
江
広
元
公

が
登
場
。
今
こ
そ
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
振
興
策
を
打
つ
時
で
は
な
い
か
。

問
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
の
来
館
者
数
の
維
持
、
史
跡
全
体

の
来
訪
者
を
増
や
す
た
め
の
施
策
は
。

教
本
山
慈
恩
寺
や
地
元
観
光
団
体
、
指
定
管
理
者
で

あ
る
市
観
光
物
産
協
会
お
よ
び
市
内
外
の
観
光
施
設

等
と
強
く
連
携
し
た
事
業
の
展
開
が
最
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
大
江
広
元
公
ゆ
か
り
の
地
を
活
用
し
た
情
報
発
信

等
に
よ
る
誘
客
の
た
め
の
計
画
、
構
想
は
。

教
大
江
公
ゆ
か
り
の
地
を
発
信
す
る
映
像
制
作
や
説

明
板
の
設
置
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
活
用
し
た
各
種
事
業
の
展
開
な
ど
、
情
報
発
信
と

受
入
態
勢
の
整
備
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

問
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
に
ガ
イ
ド
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

教
指
定
管
理
者
で
あ
る

市
観
光
物
産
協
会
や
さ

く
ら
ん
ぼ
の
里
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
等
と
連
携
し
、今
秋
、

試
験
的
に
ガ
イ
ド
を
配

置
し
、
そ
の
効
果
や
手

法
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

伊
藤
正
彦 

議
員

「学校再編を考える市民の会」
主催の学習会に48名が参加

コロナ禍で、個人・家族での
近距離の観光へ急速にシフト

山門より下馬橋を望む（ＡＲ写真）
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農
業
問
題

　
返
礼
品
を
さ
く
ら
ん
ぼ
と

す
る
本
市
ふ
る
さ
と
納
税
は

凍
霜
と
降
雹
の
影
響
等
が
甚
大
だ
っ
た
。
ま
た
本
県

は
東
北
管
内
一
の
新
規
就
農
者
数
を
誇
っ
て
い
る
。

彼
等
は
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

問
さ
く
ら
ん
ぼ
を
返
礼
品
と
す
る
本
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
今
夏
の
取
り
組
み
は
。

市
昨
年
は
凍
霜
害
に
よ
る
不
作
の
た
め
さ
く
ら
ん
ぼ

の
確
保
に
苦
慮
し
た
こ
と
か
ら
、
例
年
よ
り
少
量
の

規
格
を
多
め
に
準
備
し
て
、
よ
り
多
く
の
寄
附
希
望

者
に
対
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

問
本
市
内
新
規
就
農
者
の
経
営
現
況
は
。

市
個
人
経
営
の
新
規
就
農
者
は
売
り
上
げ
が
少
な
く

農
地
拡
大
や
資
金
確
保
が
難
し
い
と
い
う
状
況
で
す

が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
や
研
修
会
の
開
催
等
の

支
援
も
あ
り
、お
お
む
ね
順
調
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

問
本
市
内
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
策
は
。

市
新
規
就
農
者
支
援
育

成
協
議
会
が
中
心
と
な

り
相
談
会
の
開
催
や
情

報
交
換・技
術
指
導
等
、

随
時
支
援
を
行
う
ほ

か
、
国
、
県
お
よ
び
市

の
各
種
補
助
制
度
活
用

等
、
き
め
細
か
い
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 荒

木
春
吉 

議
員

脱
二
酸
化
炭
素
に
向

け
て

　
今
、
地
球
環
境
は
気
温
の

過
熱
化
に
よ
っ
て
気
象
変
動

が
頻
繁
に
引
き
起
こ
さ
れ
、
日
本
国
内
で
も
気
象
災

害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

問
本
市
で
は
３
月
に「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
行
っ
た
が
脱
炭
素
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
へ
の
支
援
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
の
啓
発
を
は
じ
め
、
今
年
度
は
市

環
境
基
本
計
画
と
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

見
直
し
、
新
た
な
施
策
や
指
標
を
策
定
し
ま
す
。

問
脱
炭
素
に
向
け
市
が
率
先
し
て
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
を
実
施
し
て
は
。

市
現
在
、
通
勤
距
離
に
応
じ
て
自
家
用
車
の
利
用
を

制
限
し
て
い
ま
す
が
、
市
が
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を

設
定
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
啓
発
と
排

出
量
削
減
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
た
め
検
討
し
ま

す
。

問
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
移
動
手
段
と
し
て
自

転
車
購
入
に
補
助
を
。

市
自
転
車
へ
の
利
用
転
換

を
促
進
す
る
こ
と
は
、
排

出
量
削
減
の
取
り
組
み

と
な
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
利
用
環
境
整
備
や
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
、
購

入
支
援
に
つ
い
て
は
先

進
事
例
な
ど
を
参
考
に

検
討
し
ま
す
。

安
孫
子
義
徳 

議
員

さ
く
ら
ん
ぼ
議
会
を
開
催
し
、寒
河
江

の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
Ｐ
Ｒ

　
初
夏
は
、
寒
河
江
市
が
「
日
本
一
さ
く
ら
ん
ぼ
の

里
」
と
し
て
最
も
賑
わ
う
時
期
に
あ
た
り
、
本
市
議

会
で
も
こ
の
６
月
定
例
会
を
「
さ
く
ら
ん
ぼ
議
会
」

と
銘
打
ち
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
ミ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
と
市
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
さ
く
ら
ん
ぼ
の
妖
精
「
チ
ェ
リ
ン
」

を
議
場
に
招
い
て
さ
く
ら
ん
ぼ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
の
象
徴
と
し
て
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
「
さ
く

ら
ん
ぼ
」
を
通
し
て
、
寒
河
江
市
の
さ
ら
な
る
魅
力

を
全
国
は
も
と
よ
り
、
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
と

と
も
に
、
新
第
６
次
寒
河
江
市
振
興
計
画
の
将
来
都

市
像
と
し
て
掲
げ
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
と
笑
顔
か
が
や

く
安
全
・
安
心
な
ま
ち
寒
河
江
」
の
実
現
に
向
け
、

議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

「新規就農者」は篤農家を目指す

自転車にやさしい街
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Pickup!

Pickup!

議会基本条例の

達成状況を検証しました
　寒河江市議会では、議会の果たすべき役割や責任を認識し市民の負託に応えるため、平成25年

3月に「寒河江市議会基本条例」を制定しました。

　制定後も「この条例の目的が達成されているかどうかを検証する」としており、4年毎に本条例

の達成状況および今後の取り組みについて、議会改革・活性化検討委員会にて検証を行います。

その検証の結果と評価を取りまとめ、令和4年5月20日本市議会全員協議会において

検証結果報告を行いました。（検証した全条項については、議会ホームページをご参照ください）

1　評価の結果（全47項目）
A：達成（おおむねその目的を達成したもの）

B：一部達成（一部その目的を達成したもの）

C：未達成（目的を達成できなかったもの）

―：対象外（検証の対象外）

25項目

7項目

0項目

15項目

2　評価後の取り組み（全47項目）
1：現行（条文に従い、これまでどおり取り組むとともに、向上に努める。）

2：検討（達成に向けて、新たな取り組みを検討する。）

3：改正（条文の改正を検討する。）

―：対象外（取り組みの対象外）

25項目

7項目

0項目

15項目

上記の検証結果を踏まえ、議会基本条例第23条第2項の規定に
基づく適切な措置として、今後、次の事項を講じてまいります。

２．市民との意見交換、政策提案の拡大を図るための新たな方法
【根拠条項】第6条第5項：議会は、市民との意見交換の場を多様に設け、議会及び議員の政策立案能力を高める
とともに、政策提案の拡大を図るものとする。

１．感染症対策およびデジタル社会を考慮した、新たな広報広聴活動や研修
【根拠条項】第4条第2号：市政全般について市民の意見、要望等を的確に把握するとともに、自己の資質を高める
不断の研さんに努め、市民の代表としてふさわしい活動を行うこと。

【根拠条項】第11条第3項：議員は、前２項による議員相互間の討議を深め、政策、条例、意見書等の議案を
積極的に提出するよう努めるものとする。

３．政策等の議案を積極的に提出できるような討議の充実

４．専門性と特性を活かした、より積極的な委員会運営
【根拠条項】第12条第1項：議会は、行政課題等に迅速かつ的確に対応するため、委員会の専門性と特性を
活かした適切な運営に努めなければならない。

【根拠条項】第16条第2項：議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上を図るため、図書の充実に努めるものとする。
５．情報技術の発達を踏まえた、政策形成及び立案能力の向上に資する図書及び資料の検討

６．市民の代表者として高い倫理性を自覚するためのさらなる取り組み
【根拠条項】第20条第2項：議員は、市民全体の代表者として高い倫理性を常に自覚するとともに、法令を遵守し、
品位の保持に努めなければならない。

【根拠条項】第21条第2項：議会は、議員にこの条例の理念を浸透させるため、一般選挙を経た任期開始後速やかに、
この条例に関する研修を行わなければならない。

７．議会基本条例の理念の周知徹底
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議　会　日　誌
　寒河江市議会は、さまざまな分野について日々調査・研究を行ってお
ります。今回、特別委員会の設置、山形広域炊飯施設内覧会について報
告します 。

　
　
５
月

13
日　
会
派
代
表
者
会
議

17
日　
山
形
県
議
会
視
察
団
来
寒

20
日　

 

全
員
協
議
会
、議
員
懇
談
会
、森
林・林

業・林
産
業
活
性
化
推
進
寒
河
江
市
議

会
議
員
連
盟
役
員
会
、同
総
会
、ス
ポ
ー

ツ
議
員
連
盟
役
員
会
、同
総
会

31
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
６
月

３
日　

 

第
２
回
定
例
会
（
～
20
日
）、
総
務

産
業
常
任
委
員
会
協
議
会
、
議
会
広

報
委
員
会

８
日　
会
派
代
表
者
会
議

10
日　
全
員
協
議
会

13
日　

 

総
務
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会
、
厚

生
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

17
日　
議
会
運
営
委
員
会

20
日　

 

議
会
運
営
委
員
会
、
市
立
病
院
検
討

特
別
委
員
会
、
議
会
改
革
・
活
性
化

検
討
委
員
会

30
日　
議
会
広
報
委
員
会

　
　
７
月

７
日　

 

議
会
広
報
委
員
会

８
日　

 

知
事
お
よ
び
西
村
山
地
域
振
興
局
長

へ
市
重
要
事
業
要
望
書
提
出

13
日　
議
会
運
営
委
員
会

15
日　

 

総
務
産
業
常
任
委
員
会
意
見
交
換
会

19
日　

 

第
２
回
臨
時
会
、
議
員
懇
談
会
、
議

会
改
革
・
活
性
化
検
討
委
員
会

　
　
８
月

２
日　

 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
オ
ン
ラ
イ
ン

行
政
視
察
（
～
４
日
）

主
な
日
程

６
月
20
日
、
市
立
病
院
検
討
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
立
病
院
の
将
来
を
見
据
え

た
運
営
お
よ
び
医
療
体
制
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
委
員
長　
柏　
倉　
信　
一

　
副
委
員
長　
後　
藤　
健
一
郎

　
委　
　
員　
太　
田　
陽　
子　

   　

〃　
　
渡　
邉　
賢　
一　

   　

〃　
　
阿　
部　
　
　
清

市
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
の

た
め
の
特
別
委
員
会
を
設
置

　
３
月
28
日
、
山
形
広
域
炊
飯
施
設
内

覧
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
、
山
形
市
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
隣
接
地
に
建
設
さ
れ
、
寒
河
江
市

を
含
む
８
市
町
へ
学
校
給
食
の
米
飯
提

供
等
を
行
い
ま
す
。
最
新
式
の
炊
飯
機

械
で
洗
米
か
ら
炊
き
上
げ
ま
で
自
動
で

行
わ
れ
、
異
物
混
入
な
ど
の
心
配
は
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
ご
と
炊
き
分
け
が
で
き
、
寒
河
江
の

子
ど
も
に
は
寒
河
江
産
の
ご
飯
を
提
供

し
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
稼
働
し
て
お
り
、

各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
見
学
研
修
も
可

能
で
す
。
安
心
、
お
い
し
い
ご
飯
の
提

供
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
も
見
守
り

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

山
形
広
域
炊
飯
施
設
の

内
覧
会
に
参
加
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議
員
の
人
と
な
り
に
グ
ッ
と
迫
る
。

も
っ
と
身
近
に
、
も
っ
と
親
し
み
や
す
く
。

あ
な
た
の
信
条
（
モ
ッ
ト
ー
）
は
な
ん
で
す
か
？

問

仕
事
に
責
任
を
持
ち
し
っ

か
り
行
動
す
る
こ
と
。
市

民
の
模
範
と
な
る
人
間
に

な
る
こ
と
。
こ
う
し
た
事

を
常
に
心
が
け
て
い
る
。

國井輝明

無会派

人
は
平
等
｟
ど
こ
に
生
ま

れ
よ
う
と
、
誰
か
ら
生
ま

れ
よ
う
と
、
ど
ん
な
障
が

い
が
あ
っ
て
も
｠
と
思
え
る

よ
う
な
社
会
の
実
現
。

太田陽子

無会派

有
言
実
行
又
は
不
言
実
行

を
守
る
。
言
葉
に
責
任
を

持
ち
、
嘘
の
な
い
正
直
な

人
で
あ
り
た
い
と
常
に
心

が
け
て
い
る
。

鈴木みゆき
国民・立憲
民主クラブ

歴
史
あ
る
寒
河
江
市
の
良

さ
を
、
次
の
世
代
に
き
ち

ん
と
引
き
継
い
で
い
け
る

よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
で

す
。

安孫子義徳

寒河江創生会

過
去
を
追
っ
て
は
な
ら
な

い
。
未
来
を
期
待
し
て
は

な
ら
な
い
。
今
日
、
ま
さ
に

な
す
べ
き
こ
と
を
熱
心
に

な
せ
。
仏
教
経
典
よ
り

月光裕晶

無会派

「
花
よ
り
も
花
を
咲
か
せ

る
土
に
な
れ
」
。
主
役
で
あ

る
市
民
が
、
住
ん
で
、
働
い

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ス

テ
ー
ジ
を
創
り
た
い
。

後藤健一郎

寒河江創生会

と
も
に
つ
く
ろ
う
！
笑
顔

の
花
咲
き
、
ひ
と
と
い
の

ち
、
地
域
と
大
地
が
輝
く

温
も
り
の
ま
ち
寒
河
江

渡邉賢一
国民・立憲
民主クラブ

「
小
さ
な
声
を
聴
く
力
」
を

モ
ッ
ト
ー
に 

誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目

指
し
ま
す
。

古沢清志

無会派

物
事
に
対
し
て
、
考
え
方

を
重
視
し
、
情
熱
を
も
っ

て
誠
実
に
取
り
組
む
こ
と
。

不
動
心
・温
故
知
新

佐藤耕治

寒政クラブ

「
為
せ
ば
成
る
」
「
成
ら
ぬ

は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
」

を
信
条
に
議
員
活
動
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

太田芳彦

令和の会

奉
仕
の
心
を
忘
れ
ず
、
住

み
や
す
い
「
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」
に
努
力
し

ま
す
。

阿部清

寒政クラブ

市
民
の
代
表
と
し
て
、
市

井
の
声
を
行
政
に
届
け
実

現
す
る
。
最
上
川
水
害
か

ら
地
域
を
守
る
。
目
に
見

え
る
形
で
実
績
を
残
す
。

沖津一博
国民・立憲
民主クラブ

花
蝶
風
月
と
鳥
獣
虫
魚
を

愛
で
る
生
活
を
送
る
。
唄
・

本
・
猫
ん
仔
好
き
の
広
報

委
員
長
が
、
全
16
市
議
の

言
動
を
市
民
に
届
け
る
。

荒木春吉

令和の会

選
挙
の
際
頂
戴
し
た
票
の

代
弁
者
で
あ
る
事
の
重
さ

を
肝
に
銘
じ
、
二
元
代
表

制
の
責
務
を
負
っ
て
い
る

自
覚
を
忘
れ
な
い
。

柏倉信一

令和の会

長
年
、
体
育
系
で
培
っ
た

「
負
け
ん
気
」
「
ね
ば
り
強

さ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
多
く

の
事
を
貫
い
て
い
く
。

木村寿太郎

寒河江創生会

私
の
信
条
は
「誠
実
」で
す
。

何
事
に
も
誠
実
に
対
応
す

れ
ば
、
結
果
は
ど
う
あ
れ

悔
い
は
残
り
ま
せ
ん
。

伊藤正彦

寒政クラブ

より近くに。
時代に合わせた発信

○寒河江市議会広報委員会
太田　陽子
月光　裕晶
後藤健一郎

佐藤　耕治
阿部　　清
沖津　一博

委員長　荒木　春吉
副委員長　安孫子義徳

＠sagae.gikai ＠sagae_gikai ＠sagae_gikai

市議会では、ＳＮＳによる情報発信を
行っております。
いいね！やフォロー、よろしくお願い
します。

議
員
の
横
顔

■
発

行
　

寒
河

江
市

議
会

　
■

編
集

　
寒

河
江

市
議

会
広

報
委

員
会

　
■

印
刷

　
寒

河
江

印
刷

株
式

会
社

　
こ

の
市

議
会

だ
よ

り
の

用
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

令和４年第3回定例会（予定）
日 月 火 水 木 金 土

8/21 22 23 24

招集告示
25 26

一般質問
締切日

27

28 29
議会運営
委員会

30 31 9/1
本会議

（議案説明）

2

議案調査日
3

4 5

議案調査日
6

本会議
（一般質問）

7

議案調査日
8

本会議
（一般質問）

9
本会議（質疑）
決算特別委員会、予算
特別委員会、委員会・
分科会（総務産業）

10

11 12
委員会・分科会

（総 務 産 業、厚
生文教）

13
委員会・分科会

（総 務 産 業、厚
生文教）

14
委員会・分科会

（厚生文教）

15

事務処理日
16

事務処理日
17

18 19 20

事務処理日
21
事務処理日
議会運営委員会

22
決算特別委員会
予算特別委員会
本会議（採決）

23 24

■請願・陳情の締め切り
　第3回定例会の請願・陳情は8月26日（金)正午ま
でに議会事務局へご持参ください。

傍聴をご希望される皆様へ
　開会時間は、いずれも午前９時30分の予定です。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点
等から、日程が変更になる可能性や、傍聴をご遠慮
いただく場合があります。詳細は議会事務局（☎
85-1899）にお問い合わせください。

　また、市議会ホームページでは、
インターネットによる本会議等のラ
イブ中継、録画映像の配信を行って
おりますので、ぜひご覧ください。 市議会

インターネット中継
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